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を財産権として保護する知的財産権制度の役割 重要性が認識され、知的財産権の制度整備は国 経済を左右するところとなっ いった。　
知的財産権の経済発展の基礎的制度として、制度的保障がなされるべきものであるが、知的財産権制度は形































































業は、本国への関わりにおいて、本国 政策に影響を与えてきた。本国が企業の意見に耳を傾けたのも、各国の企 の成長が各国の成長 大きく関わってきた。ところが、経済のグローバル化によって、企業の利益と国家の利益と 乖離 生じてきている。また、 企業の所有者（株主等）も国際化して、 企業の本国も不明確になってきている。　
知的財産権の保護の充実を巡っても、司法制度がグローバル化してきている現在、外国で訴訟をすることが
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例えば、環太平洋パートナーシップ（
T
P
P）協定第９章など
　
もちろん、土地の財産権を保障していない国はあるが、そのような国に対する投資は危険性を帯びることになり、投
資が損なわれることになる。　
例えば、
T
P
P協定第８章
　
第
9.8条は収用への補償を規定している。
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